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「
で
、
大
学
生
は

何
が
得
ら
れ
る
の
？
」
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大学１年生です。
『独学大全』が大学生に役立つと聞きました。
本当でしょうか？

役立ちます。
理由は、大学生の学びは
基本独学であるからです。

　大学では、高校までのように、ああしろこうしろとを進捗を監視され
て手厚い指示をもらうことも、必要となるスキルを手取り足取り教えて
もらえることも、ほとんどありません。レポートを書いて提出しろと言
われることはあっても、レポートの具体的な書き方を教えてもらえる機
会はないか、あっても少ない。
　前提知識や読み書き発表するやり方を含めて、基本的に自分で探し調
べること、卒論のような長期間かかるタスクも自分でマネジメントする
ことが当然とされています。独学できる者だけが、満足に学べる場であ

ると、言ってもよいと思います。 

読書猿さんに聞いた！

大 学 生 に『 独 学 大 全 』は
役 立 つ の？

質 問

読書猿
さんの
答え

大学生に最も必要な、
『独学大全』の技法はどれでしょうか？

どれも必要ですが、
あえて言うなら
技法22「リサーチログ」です。

　『独学大全』に書いてあることは、「これくらいないと（単位は取れても）
大学にかけるコスト（学費と時間）に対して元が取れない」
最低限のスキルセットです。
　敢えて言うなら、もっとも大切なのは、調べる方法です。「習ったこと
がないからできません」が許されるのは高校までです。大学では、知ら
ないことはやらない理由にはなりません。何故なら、大学は人類が未だ
知らないことに挑み、既知と未知の境界を前進させ、知識を拡大するた
めに存在する場所だからです。あなたが知らなくても人類が既に知って
いることなら、アクセスできるようにしておかないと、大学の本務に参
加できません。

　「記録する」ことは、学びの基本です。学んだことを記録していくリサー
チログは、文献探す以外にも、大学生が出会う、あらゆる問題に役立つ
のでおすすめです。
　わからないことから始めて、わかったことと、わからないまま残った
ものを記録していく。次第にわかることが増えて、わからないことが減っ
ていくその一方で、今まで気づかなかった《わからないこと》もまた増
えていくのですが。実はこれは、世界中の研究者がやっていることを、
フォーマット化したものなのです。

質 問

読書猿
さんの
答え
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論
文
の
読
み
方
が
わ
か
ら
な
か
っ
た
ら

技
法 

㉚ 

文
献
の
群
れ
を
貫
通
し
て
読
む「
要
素
マ
ト
リ
ク
ス
」

技
法 

㉟ 

必
要
な
も
の
だ
け
を
読
み
取
る「
掬
読 Skim

m
ing

」

論
文
の
探
し
方
が
わ
か
ら
な
か
っ
た
ら

技
法 

㉗ 

知
の
最
前
線
に
向
か
う「
雑
誌
記
事（
論
文
）調
査
」

図
書
館
の
使
い
方
が
わ
か
ら
な
か
っ
た
ら

技
法 

㉖ 

欲
し
い
書
物
と
出
会
う
技
術 

「
書
籍
探
索
」（
レ
フ
ァ
レ
ン
ス
カ
ウ
ン
タ
ー
で
相
談
す
る
）

調
べ
る
と
は
何
を
す
れ
ば
い
い
か
わ
か
ら
な
か
っ
た
ら

技
法 

㉒ 

調
べ
も
の
の
航
海
日
誌「
リ
サ
ー
チ
ロ
グ
」

資
料
の
整
理
の
仕
方
が
わ
か
ら
な
か
っ
た
ら

技
法 

㉘ 

多
く
の
文
献
を一望
化
す
る「
目
次
マ
ト
リ
ク
ス
」

技
法 

㉙ 

文
献
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
掌
握
す
る「
引
用
マ
ト
リ
ク
ス
」

技
法 

㉚ 

文
献
の
群
れ
を
貫
通
し
て
読
む「
要
素
マ
ト
リ
ク
ス
」

論
文
に
書
く
内
容
が
事
実
か
デ
マ
か
迷
っ
た
ら

技
法 

㉛ 

デ
マ
の
矛
盾
を
あ
ぶ
り
出
す 

「
タ
イ
ム・ス
ケ
ー
ル・マ
ト
リ
ク
ス
」

技
法 

㉜ 

ト
ン
デ
モ
主
張
を
暴
き
出
す「
４
分
割
表
」

技
法 

㉝ 

主
張
の
根
拠
を
掘
り
起
こ
す「
ト
ゥ
ー
ル
ミ
ン・モ
デ
ル
」

レ
ポ
ー
ト
を
書
く
や
る
気
が
出
な
か
っ
た
ら

技
法 

❺ 

重
い
腰
を
蹴
っ
飛
ば
す「
２
ミ
ニ
ッ
ツ・ス
タ
ー
タ
ー
」

就
活
が
忙
し
く
て
時
間
が
足
り
な
い
と
思
っ
た
ら

技
法 

❼ 

ク
ズ
時
間
を
生
ま
れ
変
わ
ら
せ
る
錬
金
術 

「
グ
レ
ー
時
間
ク
レ
ン
ジ
ン
グ
」

ど
の
講
義
を
取
れ
ば
い
い
か
迷
っ
た
ら

技
法 

⓰ 

脳
内
知
識
の
棚
卸
し「
カ
ル
テ・ク
セ
ジ
ュ
」

技
法 

❷ 

学
び
の
出
発
点
を
見
極
め
る「
可
能
の
階
梯
」

講
義
に
興
味
が
も
て
な
か
っ
た
ら

技
法 

⓮ 

会
え
な
い
者
を
師
と
仰
ぐ「
私
淑
」

技
法 
❶ 
や
る
気
の
資
源
を
掘
り
起
こ
す「
学
び
の
動
機
付
け
マ
ッ
プ
」

賢
い
友
人
が
欲
し
か
っ
た
ら

技
法 

⓯ 

共
に
読
む
こ
と
が
開
く
知
的
共
同
体「
会
読
」

こ
ん
な
と
き
、 

『
独
学
大
全
』の
ど
こ
を
読
め
ば
い
い
？

大
学
生
の
た
め
の

困
り
ご
と
索
引

怠
け
心
に
負
け
そ
う
に
な
っ
た
ら

技
法 

❾ 

怠
け
る
こ
と
に
失
敗
す
る「
逆
説
プ
ラ
ン
ニ
ン
グ
」

技
法 

⓫ 

や
め
ら
れ
な
い
、続
か
な
い
を
資
源
に
す
る 

「
行
動
デ
ザ
イ
ン
シ
ー
ト
」

技
法 

⓬ 

独
学
の
進
捗
と
現
在
地
を
知
る「
ラ
ー
ニ
ン
グ
ロ
グ
」

学
び
た
い
こ
と
が
た
く
さ
ん
あ
っ
た
ら

技
法 

❸ 

学
び
の
地
図
を
自
分
で
描
く「
学
習
ル
ー
ト
マ
ッ
プ
」

技
法 

� 

自
分
と
い
う
学
習
資
源「
メ
タ
ノ
ー
ト
」

怪
し
い
サ
ー
ク
ル
や
団
体
に
誘
わ
れ
た
ら

技
法 

㉛ 

デ
マ
の
矛
盾
を
あ
ぶ
り
出
す 

「
タ
イ
ム・ス
ケ
ー
ル・マ
ト
リ
ク
ス
」

技
法 

㉜ 

ト
ン
デ
モ
主
張
を
暴
き
出
す「
４
分
割
表
」

技
法 

㉝ 

主
張
の
根
拠
を
掘
り
起
こ
す「
ト
ゥ
ー
ル
ミ
ン・モ
デ
ル
」

卒
論
の
テ
ー
マ
が
み
つ
か
ら
な
い
な
ら

技
法 

⓰ 

脳
内
知
識
の
棚
卸
し「
カ
ル
テ・ク
セ
ジ
ュ
」

技
法 

㉔ 

第
２
の
レ
フ
ァ
レ
ン
ス
ツ
ー
ル 

「
書
誌
」調
査
の
達
人
か
ら
の
贈
り
物

技
法 

㉕ 

第
３
の
レ
フ
ァ
レ
ン
ス
ツ
ー
ル 

「
教
科
書
」入
門
書・事
典・書
誌
を
兼
ね
た
独
学
者
の
友

卒
論
に
な
か
な
か
取
り
か
か
れ
な
か
っ
た
ら

技
法 

❹ 

未
来
の
ミ
ニ
チ
ュ
ア
を
組
み
立
て
る

「
１
／
1
0
0
プ
ラ
ン
ニ
ン
グ
」

技
法 

❽ 

打
ち
込
む
た
め
に
ト
マ
ト
を
回
せ 

「
ポ
モ
ド
ー
ロ・テ
ク
ニ
ッ
ク
」

技
法 

⓭ 

他
人
は
意
志
に
ま
さ
る「
ゲ
ー
ト
キ
ー
パ
ー
」

先
行
研
究
を
も
っ
と
調
べ
ろ
と
言
わ
れ
た
ら

技
法 

⓴ 

知
の
分
類
の
航
海
術「
シ
ネ
ク
ド
キ
探
索
」

技
法 

㉑ 

巨
人
の
肩
に
よ
じ
の
ぼ
る「
文
献
た
ぐ
り
よ
せ
」

技
法 

㉙ 

文
献
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
掌
握
す
る「
引
用
マ
ト
リ
ク
ス
」

ア
ル
バ
イ
ト
が
忙
し
く
て
学
ぶ
時
間
が
な
か
っ
た
ら

技
法 

❻ 

自
分
も
知
ら
な
い
自
分
の
行
動
を
知
る「
行
動
記
録
表
」

技
法 

❼ 

ク
ズ
時
間
を
生
ま
れ
変
わ
ら
せ
る
錬
金
術 

「
グ
レ
ー
時
間
ク
レ
ン
ジ
ン
グ
」

技
法 

� 

自
分
と
い
う
学
習
資
源「
メ
タ
ノ
ー
ト
」

課
題
の
文
献
が
難
し
い
と
感
じ
た
ら

技
法 

㊷ 

精
緻
に
読
む
こ
と
に
引
き
込
む
読
書
の
補
助
輪 

「
段
落
要
約Paragraph Sum

m
arizing

」

技
法 

㊸ 

難
所
を
越
え
る
た
め
の
認
知
資
源
を
調
達
す
る「
筆
写

Scribing

」

技
法 

� 

わ
か
ら
な
く
て
も
迷
わ
な
い「
わ
か
ら
な
い
ル
ー
ト
マ
ッ
プ
」
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技
法

22
調
べ

も

の

の

航
海
日
誌

リ
サ
ー
チ
ロ
グ

 

知
り
た
い
こ
と
（
テ
ー
マ
）
を
表
の
左
端
の
欄
に
書
く

テ
ー
マ
に
つ
い
て
次
の
３
つ
の
質
問
に
つ
い
て

自
問
自
答
し
て
表
を
埋
め
る

・︿
既
　
知
﹀
既
に
知
っ
て
い
る
こ
と
は
何
か
？

・︿
欲
　
知
﹀
自
分
が
知
り
た
い
こ
と
／
見
つ
け
た
い
も
の
は
何
か
？

・︿
調
査
法
﹀
ど
の
よ
う
に
知
ろ
う
と
し
て
い
る
か
（
ど
こ
を
探
す
つ
も
り
か
？
　
何
を

調
べ
る
つ
も
り
か
？
）

①②

既
知

1 2 3 4 5 6 7
欲
知

調
査
法

得
知

未
知

調
査
法

活
用

テ
ー
マ

調
査
前
に

自
分
が
知
っ
て

い
る
こ
と

調
査
前
に

自
分
が

知
り
た
い
こ
と

ど
ん
な
調
査
で

知
ろ
う
と

し
て
い
る
か

調
査
し
て

知
っ
た
こ
と

調
査
し
た
が

わ
か
ら

な
か
っ
た
こ
と

実
際
に

用
い
た
調
査
法

と
反
省

何
に
役
立
ち

そ
う
か

試
し
読
み

リ
サ
ー
チ
ロ
グ

技
法

 

調
査
で
わ
か
っ
た
こ
と
を
表
に
記
入
す
る

②
で
記
入
し
た
既
知
・
欲
知
・
調
査
法
を
も
と
に
、
調
べ
も
の
（
調
査
）
や
学
習
を
行
い
、
次
の
項
目
に
つ
い
て
表
に

記
入
す
る
。
こ
れ
は
調
査
結
果
を
記
録
す
る
と
と
も
に
、
調
査
方
法
を
反
省
す
る
こ
と
を
含
ん
で
い
る
。

・︿
得
　
知
﹀
調
査
・
学
習
し
て
知
っ
た
こ
と
・
わ
か
っ
た
こ
と

・︿
未
　
知
﹀
調
査
・
学
習
し
た
が
わ
か
ら
な
か
っ
た
こ
と

・︿
調
査
法
﹀
実
際
に
用
い
た
調
査
法
（
ど
こ
を
探
し
た
か
？
　
何
を
調
べ
た
か
？
）
と
反
省

・︿
活
　
用
﹀
調
査
・
学
習
し
た
こ
と
は
何
に
役
立
ち
そ
う
か

 

新
し
い
調
査
に
つ
い
て
次
の
行
に
記
入
し
て
い
く
こ
と
を
繰
り
返
す

③
で
の
調
査
結
果
と
反
省
を
踏
ま
え
て
、
新
し
く
知
り
た
い
こ
と
（
テ
ー
マ
）
を
設
定
し
直
し
、
次
の
調
査
に
取
り
掛

か
る
。
新
し
い
テ
ー
マ
は
、︿
未
知
﹀
で
わ
か
ら
な
か
っ
た
こ
と
や
、︿
活
用
﹀
で
わ
か
っ
た
が
役
に
立
た
な
か
っ
た
こ

と
を
踏
ま
え
て
選
択
す
る
。

こ
う
し
て
、
新
し
い
テ
ー
マ
に
つ
い
て
再
び
①
に
戻
っ
て
、
調
査
と
表
を
埋
め
る
こ
と
を
続
け
る
こ
と
に
な
る
。
①
〜

④
を
繰
り
返
し
て
い
く
こ
と
で
、
調
査
プ
ロ
セ
ス
を
記
録
し
な
が
ら
、
調
査
を
進
め
て
い
く
。

③④
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調査前 調査後

1 既知 2 欲知 3 調査法 4 得知 5 未知 6 調査法 7 活用

テーマ 調査前に自分が知っ
ていること

調査前に自分が知り
たいこと

どんな調査で知ろう
としているか 調査して知ったこと 調査したがわからな

かったこと
実際に用いた調査
法と反省

調査したことは何に
役立ちそうか

レポートで

ヘミングウェイの
ことを調べて書く

英米文学概論のレ
ポートの課題

ヘミングウェイのこと
をどうやって調べれ
ばいい？

担当の先生にアドバ
イスを求める

「大学の研究紀要を
調べろ」という先生
の指示

研究紀要って何？
先生にその場で「研
究紀要」のことを聞
けばよかった

これだけでは役に立
たない。「研究紀要」
を知らないと

研究紀要とは
何か？

「大学の研究紀要」
を調べろという先生
の指示

研究紀要って？ Googleで検索

大学（短期大学を
含む）などの教育機
関や各種の研究所・
博物館などが定期
的に発行する学術
雑誌

どこで読める？
ウィキペディアの記事
「紀要」を検索で発
見

これだけでは役に立
たない。「研究紀要」
がどこで読めるかわ
からないと

研究紀要はどこで
読めるか？

研究紀要＝大学等
が発行している学術
雑誌

研究紀要の入手方
法

ウィキペディアの記事
「紀要」の中の「紀
要の入手」の項目を
読む

通常は市販されてお
らず、発行元と関係
のある図書館・研究
者へ配布されたり、
国立国会図書館な
どへ納本されたりす
る

関係のある図書館
ってどこ？

ウィキペディアの記事
「紀要」の中の「紀
要の入手」の項目

これだけでは役に立
たない。どこの図書
館？

自分の大学の図書館

で研究紀要は
読めるか？

研究紀要は「関係
のある図書館」にあ
るらしい

うちの大学の図書館
は「関係のある図書
館」なのか？

図書館のレファレン
スカウンターで質問
する

主だった紀要の最近
のものは、紀要コー
ナーにあり。古いも
のは書庫にある

レポートに役立ちそう
なものはあるのかどう
か？

図書館のレファレン
スカウンターで質問

これだけでは役に立
たない。自分に役立
つものがあるかどう
か、わからないと

研究紀要の中から
どうやって

自分に役立つものを

探すのか？

研究紀要はうちの図
書館にもある（紀要
コーナー、書庫）

紀要の中身を探すの
はどうすれば？

同上（ついでに聞い
た）

論文の検索の方法と
学内に所蔵のない
紀要に載ってる場
合、他の図書館か
ら取り寄せる方法が
ある

レポートに役立ちそう
なものがあるのかど
うか？

図書館のレファレン
スカウンターで質問

これだけでは役に立
たない。自分に役立
つものがあるのかど
うか、検索しないと

ヘミングウェイの
ことをどうやって

調べればいい？

研究紀要に掲載の
論文の検索方法と
入手方法

ヘミングウェイについ
てレポートを書くのに
役立ちそうな情報は
何か？

同上（ついでに聞い
た）

文学事典や専門事
典（ヘミングウェイ事
典というのがあるらし
い）でまず概要をつ
かんだ上で研究論
文を探すとよい

調べたとして、どう
やってレポートにすれ
ばいいのか

図書館のレファレン
スカウンターで質問

調べ方についてレ
ファレンスカウンター
に質問するのは役立
つとわかった

文学のレポート
ってどう書けば

いいのか

テーマについて調べ
る方法とレファレンス
カウンターが使える
こと

ヘミングウェイについ
てレポートを書く方
法

同上（ついでに聞い
た）

文学研究の入門書
としてディキンソン『文
学の学び方―付／
論文・レポートの書
き方』を教えてもらっ
た

（とりあえず手持ちの
疑問は解決した）

図書館のレファレン
スカウンターで質問

レポートの書き方全
般についてレファレ
ンスカウンターに質
問するのは役立つと
わかった

「ヘミングウェイについて調べて書く」
という、ふんわりした課題が与えられ
た大学生（調査者）は、調べものにつ
いても初心者だったのだが、何から手
を付けていいかわからず、担当の教員
に質問に行った。ネットからのコピペに
辟易している教員はただ「大学の研究
紀要を調べて書くように」とだけ説明
した。� （リサーチログの１行目）

ウィキペディアの「発行元と関係のある
図書館」という記載を手がかりに、調
査者は大学の図書館を訪れ、そこのレ
ファレンスカウンターで質問する。
図書館のレファレンスカウンターに着
いてからは（3 調査法で「同上（つい
でに聞いた）」が続くところ）、わかっ
たことをもとに質問を繰り返しているの
で４行分の記載がある。

（リサーチログの4〜7行目）

さすがにこれだけではどうしたらいい
かわからないので、調査者はネットで
「研究紀要」を調べてみた。

（リサーチログの２〜3行目）

このように調査の過程で、知りたいこと
（テーマ）は移り変わり、時には最初の
テーマに戻ってくる。こうして、いわば
螺旋状に調査は進み、調査者の知識
は少しずつ深まっていく。

レポート課題「ヘミン グウェイ に つ いて 調 べ て 書 く」のリサーチログ

リ
サ
ー
チ
ロ
グ

技
法

調査前 調査後

1 既知 2 欲知 3 調査法 4 得知 5 未知 6 調査法 7 活用

テーマ 調査前に自分が知っ
ていること

調査前に自分が知り
たいこと

どんな調査で知ろう
としているか 調査して知ったこと 調査したがわからな

かったこと
実際に用いた調査
法と反省

調査したことは何に
役立ちそうか

レポートで

ヘミングウェイの
ことを調べて書く

英米文学概論のレ
ポートの課題

ヘミングウェイのこと
をどうやって調べれ
ばいい？

担当の先生にアドバ
イスを求める

「大学の研究紀要を
調べろ」という先生
の指示

研究紀要って何？
先生にその場で「研
究紀要」のことを聞
けばよかった

これだけでは役に立
たない。「研究紀要」
を知らないと

研究紀要とは
何か？

「大学の研究紀要」
を調べろという先生
の指示

研究紀要って？ Googleで検索

大学（短期大学を
含む）などの教育機
関や各種の研究所・
博物館などが定期
的に発行する学術
雑誌

どこで読める？
ウィキペディアの記事
「紀要」を検索で発
見

これだけでは役に立
たない。「研究紀要」
がどこで読めるかわ
からないと

研究紀要はどこで
読めるか？

研究紀要＝大学等
が発行している学術
雑誌

研究紀要の入手方
法

ウィキペディアの記事
「紀要」の中の「紀
要の入手」の項目を
読む

通常は市販されてお
らず、発行元と関係
のある図書館・研究
者へ配布されたり、
国立国会図書館な
どへ納本されたりす
る

関係のある図書館
ってどこ？

ウィキペディアの記事
「紀要」の中の「紀
要の入手」の項目

これだけでは役に立
たない。どこの図書
館？

自分の大学の図書館

で研究紀要は
読めるか？

研究紀要は「関係
のある図書館」にあ
るらしい

うちの大学の図書館
は「関係のある図書
館」なのか？

図書館のレファレン
スカウンターで質問
する

主だった紀要の最近
のものは、紀要コー
ナーにあり。古いも
のは書庫にある

レポートに役立ちそう
なものはあるのかどう
か？

図書館のレファレン
スカウンターで質問

これだけでは役に立
たない。自分に役立
つものがあるかどう
か、わからないと

研究紀要の中から
どうやって 

自分に役立つものを 

探すのか？

研究紀要はうちの図
書館にもある（紀要
コーナー、書庫）

紀要の中身を探すの
はどうすれば？

同上（ついでに聞い
た）

論文の検索の方法と
学内に所蔵のない
紀要に載ってる場
合、他の図書館か
ら取り寄せる方法が
ある

レポートに役立ちそう
なものがあるのかど
うか？

図書館のレファレン
スカウンターで質問

これだけでは役に立
たない。自分に役立
つものがあるのかど
うか、検索しないと

ヘミングウェイの
ことをどうやって 

調べればいい？

研究紀要に掲載の
論文の検索方法と
入手方法

ヘミングウェイについ
てレポートを書くのに
役立ちそうな情報は
何か？

同上（ついでに聞い
た）

文学事典や専門事
典（ヘミングウェイ事
典というのがあるらし
い）でまず概要をつ
かんだ上で研究論
文を探すとよい

調べたとして、どう
やってレポートにすれ
ばいいのか

図書館のレファレン
スカウンターで質問

調べ方についてレ
ファレンスカウンター
に質問するのは役立
つとわかった

文学のレポート 
ってどう書けば 

いいのか

テーマについて調べ
る方法とレファレンス
カウンターが使える
こと

ヘミングウェイについ
てレポートを書く方
法

同上（ついでに聞い
た）

文学研究の入門書
としてディキンソン『文
学の学び方―付／
論文・レポートの書
き方』を教えてもらっ
た

（とりあえず手持ちの
疑問は解決した）

図書館のレファレン
スカウンターで質問

レポートの書き方全
般についてレファレ
ンスカウンターに質
問するのは役立つと
わかった

レポート課題「ヘミン グウェイ に つ いて 　　　　　　　調 べ て 書 く」のリサーチログ
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リ
サ
ー
チ
の
骨
法

調
べ
も
の
の
骨
法
は
、
次
の
４
つ
で
あ
る
。

①
知
っ
て
い
る
こ
と
を
す
べ
て
書
き
出
す
こ
と
、
②
知
ら
な
い
こ
と
を
問
い
に
変
換
す
る
こ
と
、

③
調
査
の
過
程
を
記
録
に
取
る
こ
と
、
そ
し
て
こ
れ
ら
を
④
し
つ
こ
く
繰
り
返
す
こ
と
。

リ
サ
ー
チ
ロ
グ
は
こ
の
実
践
を
記
録
し
、
ま
た
導
く
た
め
の
技
法
で
あ
る
。

①
知
っ
て
い
る
こ
と
を
す
べ
て
書
き
出
す

調
べ
も
の
は
、
自
分
が
知
ら
な
い
も
の
／
こ
と
に
向
か
う
行
為
で
あ
る
。

知
ら
な
い
も
の
／
こ
と
は
、
当
然
な
が
ら
最
初
の
時
点
で
は
、
そ
の
在
処
も
輪
郭
も
は
っ
き
り
し
な

い
も
の
で
あ
る
（
↓
技
法
16
「
カ
ル
テ
・
ク
セ
ジ
ュ
」、
2
1
4
ペ
ー
ジ
）。
し
か
し
知
ら
な
い
な
り
に
限
定
し
て
お
か
な

い
と
、
何
か
ら
取
り
掛
か
れ
ば
い
い
か
も
わ
か
ら
ず
、
探
し
よ
う
が
な
い
。

調
べ
も
の
に
取
り
掛
か
る
時
点
で
我
々
に
で
き
る
の
は
、「
現
時
点
で
わ
か
る
こ
と
」
を
で
き
る
だ

け
は
っ
き
り
さ
せ
、
そ
の
陰
画
と
し
て
「
わ
か
ら
な
い
こ
と
」
を
浮
か
び
上
が
ら
せ
る
こ
と
だ
け
だ
。

今
の
自
分
に
と
っ
て
既
知
で
あ
る
こ
と
を
書
き
出
す
こ
と
で
、
何
が
未
知
な
の
か
、
ど
う
す
れ
ば
そ

リ
サ
ー
チ
ロ
グ

技
法

の
「
穴
＝
未
知
」
が
埋
ま
る
の
か
、
自
分
が
知
り
た
い
も
の
は
具
体
的
に
は
何
な
の
か
、
そ
れ
に
は
何

を
調
べ
る
べ
き
な
の
か
が
、
少
し
ず
つ
明
ら
か
に
な
っ
て
い
く
。

リ
サ
ー
チ
ロ
グ
で
言
え
ば
、「︿
既
知
﹀
既
に
知
っ
て
い
る
こ
と
は
何
か
？
」
を
で
き
る
だ
け
詳
し
く

書
き
出
す
こ
と
で
、「︿
欲
知
﹀
自
分
が
知
り
た
い
こ
と
／
見
つ
け
た
い
も
の
は
何
か
？
」
や
「︿
調
査

法
﹀
ど
の
よ
う
に
知
ろ
う
と
し
て
い
る
か
（
ど
こ
を
探
す
つ
も
り
か
？
　
何
を
調
べ
る
つ
も
り
か
？
）」
に

つ
い
て
、
少
し
ず
つ
だ
が
明
確
に
な
っ
て
い
く
。

調
査
が
進
む
こ
と
で
、
リ
サ
ー
チ
ロ
グ
は
更
新
さ
れ
、︿
欲
知
﹀
の
一
部
は
「︿
得
知
﹀
調
査
・
学
習

し
て
知
っ
た
こ
と
」
へ
と
移
り
、
残
り
は
「︿
未
知
﹀
調
査
・
学
習
し
た
が
わ
か
ら
な
か
っ
た
こ
と
」

に
残
さ
れ
る
。
そ
れ
だ
け
で
な
く
調
べ
て
み
る
こ
と
で
、
今
ま
で
視
野
に
入
っ
て
い
な
か
っ
た
（︿
欲

知
﹀
で
す
ら
な
か
っ
た
）
も
の
が
︿
未
知
﹀
に
積
み
増
し
さ
れ
る
。
何
か
を
知
る
こ
と
は
、
知
っ
て
い
る

こ
と
だ
け
で
な
く
、
知
り
た
い
こ
と
、
そ
し
て
知
ら
な
い
こ
と
ま
で
も
拡
大
し
て
い
く
こ
と
な
の
だ
。

こ
う
し
て
調
査
に
よ
っ
て
「
知
っ
て
い
る
こ
と
」
と
「
知
ら
な
い
こ
と
」
を
更
新
し
て
い
く
か
ら
こ
そ
、

我
々
の
調
べ
も
の
は
前
に
進
む
こ
と
が
で
き
る
。

②
知
ら
な
い
こ
と
を
問
い
に
変
換
す
る

問
う
こ
と
は
、
調
べ
る
こ
と
／
学
ぶ
こ
と
の
、
そ
し
て
知
識
の
、
始
ま
り
で
あ
る
。
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問
い
を
持
た
な
い
と
、
知
識
は
あ
な
た
を
素
通
り
し
て
い
く
。
け
れ
ど
も
、
知
識
が
な
い
と
問
い
は

形
を
な
さ
ず
崩
れ
て
い
く
。

問
い
は
既
に
知
っ
て
い
る
と
こ
ろ
か
ら
、
そ
の
「
外
」
へ
と
踏
み
出
す
と
こ
ろ
に
生
ま
れ
る
。
つ
ま

り
人
は
知
と
無
知
（
未
知
）
の
境
界
で
問
う
。
そ
し
て
問
い
と
答
え
を
重
ね
る
こ
と
で
、
自
身
の
知
識

を
拡
張
し
て
い
く
（
↓
技
法
17
「
ラ
ミ
の
ト
ポ
ス
」、
2
2
4
ペ
ー
ジ
）。

ラ
ー
ニ
ン
グ
ロ
グ
（
↓
技
法
12
、
1
6
0
ペ
ー
ジ
）
が
学
習
量
の
可
視
化
を
通
じ
て
、
学
習
の
習
慣
化
を
目
指

す
も
の
だ
っ
た
の
に
対
し
て
、
リ
サ
ー
チ
ロ
グ
は
調
査
／
学
習
の
内
容
に
注
目
し
、
自
身
の
既
知
と
未

知
と
を
結
ぶ
プ
ロ
セ
ス
を
可
視
化
す
る
こ
と
で
、
あ
る
問
い
か
ら
次
の
問
い
へ
と
向
か
う
た
め
の
技
法

で
あ
る
。

調
査
前
に
こ
う
し
よ
う
と
思
っ
た
こ
と
と
調
査
後
に
実
際
に
行
っ
た
こ
と
の
両
方
を
記
録
し
、
繰
り

返
し
反
省
す
る
こ
と
で
、
調
査
の
経
験
を
言
語
化
し
た
上
で
蓄
積
す
る
目
的
も
持
っ
て
い
る
。

③
調
査
の
過
程
を
記
録
に
取
る

記
録
を
取
る
の
は
、
一
つ
は
人
間
の
記
憶
が
い
つ
も
不
正
確
だ
か
ら
だ
。
そ
れ
な
の
に
、
ど
う
い
う

わ
け
か
、
覚
え
の
悪
い
者
ほ
ど
記
録
を
取
ら
な
い
。

書
名
や
著
者
名
、
そ
し
て
日
本
十
進
分
類
法
に
基
づ
く
請
求
記
号
な
ど
、
正
確
で
な
い
と
途
端
に
図

リ
サ
ー
チ
ロ
グ

技
法

書
館
で
の
調
べ
も
の
に
差
し
障
る
。
し
か
し
、
記
録
を
取
る
こ
と
は
そ
れ
以
上
の
意
味
が
あ
る
。
先
に

（
ラ
ー
ニ
ン
グ
ロ
グ
↓
技
法
12
、
1
6
0
ペ
ー
ジ
）
述
べ
た
よ
う
に
、
記
録
を
取
る
こ
と
（
セ
ル
フ
・
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
）

自
体
が
、
メ
タ
認
知
能
力
を
高
め
、
技
能
そ
の
も
の
を
ゆ
る
や
か
に
向
上
さ
せ
る
の
だ
。

リ
サ
ー
チ
ロ
グ
は
、
調
べ
も
の
の
過
程
で
、
何
が
う
ま
く
い
っ
た
の
か
、
ど
こ
で
し
く
じ
っ
た
か
、

ど
の
や
り
方
が
遠
回
り
で
無
駄
だ
っ
た
か
が
そ
の
ま
ま
残
る
、
調
べ
も
の
生
の
記
録
で
あ
る
。
読
み
返

せ
ば
、
ど
う
す
べ
き
だ
っ
た
か
を
考
え
る
こ
と
に
な
り
、
確
実
に
あ
な
た
の
調
査
ス
キ
ル
を
成
長
さ
せ

る
。

④
し
つ
こ
く
繰
り
返
す

調
査
が
一
歩
進
む
ご
と
に
、
①
〜
③
は
繰
り
返
さ
れ
る
。
こ
う
し
て
リ
サ
ー
チ
ロ
グ
の
表
は
下
へ

下
へ
と
拡
張
さ
れ
て
い
く
。

一
つ
の
こ
と
を
明
ら
か
に
す
る
た
め
に
は
、
多
く
の
調
査
が
必
要
だ
。
あ
る
探
し
も
の
に
は
、
多
く

の
場
合
、
複
数
の
別
の
探
し
も
の
が
必
要
に
な
る
。

「
調
査
の
た
め
の
調
査
」「「
調
査
の
た
め
の
調
査
」
の
た
め
の
調
査
」「「「
調
査
の
た
め
の
調
査
」
の

た
め
の
調
査
」
の
た
め
の
調
査
」
…
…
と
、
探
し
も
の
は
ど
う
し
て
も
「
入
れ
子
」
に
な
る
。

事
前
に
知
っ
て
い
る
こ
と
が
少
な
い
ほ
ど
、
こ
の
「
入
れ
子
」
は
深
く
な
る
（
多
重
に
な
る
）。
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調
べ
も
の
の
「
入
れ
子
」
に
対
抗
す
る
に
は
、
こ
ち
ら
も
繰
り
返
す
し
か
な
い
。

調
べ
て
、
調
べ
て
、
調
べ
る
の
だ
（
だ
か
ら
こ
そ
自
分
が
ど
こ
に
い
る
か
を
見
失
わ
ぬ
よ
う
、
記
録
（
ロ

グ
）
は
取
っ
て
お
く
こ
と
）。

無
知
の
坂
を
越
え
る

調
べ
る
度
に
「
わ
か
ら
な
い
こ
と
」
が
増
え
て
い
く
経
験
は
（
慣
れ
な
い
う
ち
は
と
り
わ
け
）
気
分

が
い
い
も
の
で
は
な
い
。「
い
か
に
自
分
が
も
の
を
知
ら
な
い
人
間
か
」
を
繰
り
返
し
突
き
つ
け
ら
れ

る
よ
う
な
も
の
だ
か
ら
だ
。
し
か
し
何
事
か
を
知
る
と
い
う
体
験
は
、
そ
の
「
無
知
の
坂
」
を
越
え
た

と
こ
ろ
に
あ
る
。

確
か
に
、
自
分
が
無
知
で
あ
る
こ
と
に
向
か
い
合
う
こ
と
は
痛
み
を
伴
う
体
験
で
あ
る
。
加
え
て
、

何
か
を
知
る
こ
と
は
、
い
か
に
わ
ず
か
で
あ
れ
自
分
を
変
え
る
こ
と
で
あ
り
、
自
分
を
不
安
定
に
す
る

こ
と
で
も
あ
る
。

し
か
し
そ
れ
で
も
、
本
書
が
「
賢
く
な
る
」
た
め
の
書
物
で
あ
ろ
う
と
す
る
以
上
、
次
の
こ
と
は
言

わ
な
く
て
は
な
ら
な
い
。

無
知
に
立
て
篭
も
る
こ
と
は
危
険
で
あ
り
、
最
終
的
に
は
致
命
的
で
す
ら
あ
る
。
知
は
可
能
で
あ
る

リ
サ
ー
チ
ロ
グ

技
法

と
い
う
よ
り
不
可
避
な
の
だ
。
知
る
こ
と
か
ら
逃
げ
る
者
は
、
知
的
営
為
の
果
て
に
知
る
こ
と
が
で
き

た
か
も
し
れ
な
い
そ
の
こ
と
を
、
や
が
て
最
も
手
痛
い
形
で
思
い
知
ら
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。

吉
報
も
あ
る
。
い
く
ら
か
で
も
ま
と
も
に
物
を
知
っ
て
い
る
人
（
物
を
知
る
こ
と
が
何
か
を
知
っ
て
い

る
人
）
は
、
こ
う
し
た
痛
み
を
繰
り
返
し
味
わ
っ
て
い
る
。
だ
か
ら
彼
ら
は
他
人
の
無
知
を
そ
し
て
無

知
に
起
因
す
る
失
敗
や
迷
走
を
、
嘲
笑
し
な
い
。

真
面
目
に
無
知
に
挑
む
こ
と
を
続
け
て
い
け
ば
や
が
て
、
あ
な
た
の
無
知
を
あ
ざ
笑
う
人
は
遠
ざ
か

り
、
あ
な
た
を
助
け
て
く
れ
る
人
、
物
を
知
る
人
に
出
会
う
こ
と
に
な
る
。
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